
講師：セブンフーズ株式会社 代表取締役社長 前田佳良子(まえだ かよこ)  氏

【講師プロフィール】
1984年セブンフーズ株式会社入社し、1994年米
国に語学留学。1997年には株式会社セブンワーク
スを設立し、2004年セブンフーズ及びセブンワー
クスの代表取締役に就任。2017年、野菜の生産を
中心とした農業生産法人、株式会社ガブレスを設
立。2019年筑波大学大学院生命環境科学研究科に
入学し、2021年、農学修士号取得。
女性社員が相次いで退職したのを契機に、男性
主体の経営を転換。売上げ、社員とも規模の大き
な会社にあって、女性社長と社員双方がそれぞれ
の経営哲学と考えを尊重することができる能動的
な会社組織を実現。
「女性研修枠」の整備「ワークライフバランス制
度」の導入をはじめ女性が働きやすい環境を整備。
◆熊本県農業指導士
◆熊本県農業法人協会 理事
◆熊本県農業公社 理事
◆熊本県農業振興促進審議会委員
◆熊本県復旧･復興4ヵ年戦略会議委員
◆日本食農連携機構 理事
◆日本農業経営学会員
◆食料･農業･農村政策審委員

すべての女性が輝く令和の農業へ

基調講演

～セミナープログラム～

１ 基調講演
「一人ひとりが輝く職場環境づくり」
講師 セブンフーズ株式会社

代表取締役社長 前田佳良子氏

２ 事例発表
○女性農業委員
○女性認定農業者
○若手女性農業者
による事例発表

（事例発表者は裏面参照）

一人ひとりが輝く職場環境づくり

就農人口が減少する中で、都市部への女性の流出が続いていると
ともに、基幹的農業従事者に占める女性の割合は低下傾向にあり、
農業の持続性を確保するためには、女性の活躍に向けた支援が欠か
せません。地域づくりやまちづくり、働く場など、様々な場面にお
いて、女性の意見を取り入れ、反映するとともに、意思決定過程へ
の女性の参画を促進することが重要です。
本セミナーでは、女性経営者が活躍する農業経営体のほか、女性
農業委員、女性認定農業者、若手女性農業者の各事例を紹介します。

今回はSkypeforbusinessによるオンラインセミナーです。
（参加費無料、事前登録制。申込み方法等の詳細は裏面参照）

日 時：令和３年10月28日（木）13：30～16：10
会 場：Skype for businessによるオンライン開催
参加費：無料
主 催：農林水産省 九州農政局



ふりがな
お名前

都道府県名／職業、勤
務先、所属団体名等

電話番号・
ＦＡＸ番号等 メールアドレス 備考

～～この用紙をＦＡＸ用紙としてご使用ください～～

◆申し込み・問い合わせ先◆
九州農政局 経営・事業支援部 経営支援課 （担当：藤川・松本）
〒860-8527 熊本県熊本市西区春日２丁目１０番１号 電話（０９６）３００－６３７９（直通）

女性認定農業者
さわだ
澤田たみ子 氏（鹿児島県）

参 加 申 込 表

◆ プライバシーポリシー◆

◆ 注 意 事 項 ◆
※皆さまから頂いた個人情報は、本セミナー運営の目的以外には使用いたしません。
※ご応募が定員を超えた場合、回線の都合からお断りをさせていただく場合があります。
※スマートフォンからの視聴は通信に影響を及ぼす恐れがあるためご遠慮ください。

◆参加費無料
◆定員７０名

〆切：10月18日（月）

◆◆◆ 事例発表者プロフィール ◆◆◆

送付先：ＦＡＸ 096-211-9912

～女性が活躍する農業経営をめざして～

結婚後７年目に本格的に就農、夫とと
もに有機農業に取り組む。
平成12年夫の他界後、経営を継承、女
性農業経営士に認定される。平成15年、
米で有機ＪＡＳ認証を取得し、鹿児島県
有機農業協会の理事として、有機農業の
推進、普及啓発に貢献。平成29年後継者
夫婦と家族経営協定を締結、認定農業者
の共同申請を行い、現在も農業経営に参
画。平成23年，鹿児島県生活研究グルー
プ連絡協議会会長に就任、後継者の確
保・育成に尽力。全国生活研究グループ
連絡協議会理事。

～地域の農業のために～

父が病気で倒れたのを機に地元に
戻り就農。現在は夫とともにアスパ
ラガスやネギを中心に生産。
平成19年から合志市農業委員を務
め、現在５期目。同委員会では女性
の登用促進にも積極的に取り組んで
いる。現在、14人の農業委員のうち
女性が4人を占め、会長と職務代理を
女性が務める。
2年前には、熊本県女性農業委員の
会の活動を開催させ、熊本の女性委
員のスキルアップにつとめている。

若手女性農業者
おがわみき
小川未来 氏（長崎県）

～祖父母の農業を継ぐために～

母方の祖父母の農業を継ぐため、
一家で大阪から転居し、農業高校へ
進学。農業高校では加工品を扱う食
品科学科でパンや菓子製造の基礎を
学んだ。
卒業後、農業大学校に進学。家業

の主力であるイチジクを学ぶ。
現在、直売所への出荷、地元のイ

ベントへの参加など、積極的に活動
することで将来の「夢」に向かって
躍進中。
令和３年度九州・沖縄地区青年農

業者会議「意見発表」の部では、最
優秀賞を受賞。

女性農業委員
ふくしまくにこ
福嶋求仁子 氏（熊本県）


